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第１章 策定にあたって 

 

第１節 現代社会における生涯学習の意義 

●令和の時代を迎えた今、私たちを取り巻く社会は、大きく動いている。その中で、一人ひとり

が充実した人生を送り、暮らしやすい地域コミュニティを創る上で、「学び」は欠くことのでき

ない大切な営みである。 

 

●「生涯学習」とは、変化する社会の中で、学び続けたり、また学びの幅を広げたりすることで、

一人ひとりの人生をより豊かにしようという考え方である。 

 

●そこでいう学習（学び）には、知識やスキルを身につけることのみならず、他者と出会い、他

者との関わり合いの中でこれまで知らなかった価値を発見したり、他者との協働の中で新しい

価値を創出したりすることも含まれる。 

 

●それは、他者と関わり合い、他者とともに活動することをとおして、自らが住む地域コミュニ

ティをより良くすることにもつながるものである。 

 

●学ぶことの前提には「課題」がある。すなわち、自分が困っていることや悩んでいることを解

決したり、自分の夢や興味関心を実現したりするためには、自らの努力とともに、仲間とそう

した課題を共有しともに実践したりすることが大切であり、社会が直面している課題を自分の

ものとしてとらえ、解決に向かう学びをすることが重要となる。 

 

●こうした学びは、一人ひとりの生活の中での営みでありながら、社会を運営する機能（ガバナ

ンス機能）を内包する場合も少なくない。それゆえ、行政によるサポートや条件整備が必要な

場合があり、また行政や各団体間の協働が求められる場合もある。 

 

●生涯学習推進計画は、市民一人ひとりの自由な学びを尊重しつつ、学びが内包するガバナンス

機能に着目して、それらを緩やかにまとめ、未来に向けた地域コミュニティの方向性を示すも

のである。 

 

●社会性と公共性を帯びた市民の多様な学習活動に対してサポートすることが生涯学習施策の意

義である。 
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第２節 計画の位置づけ 

●生涯学習推進計画は、市民一人ひとりの自由な学びを尊重しつつ、学びが内包するガバナンス

機能に着目して、それらを緩やかにまとめ、未来に向けた地域コミュニティの方向性を示すも

のである。 

●また、生涯学習推進施策は、市民が生涯学習を行うにあたって、条件整備を通じ、「学習のプロ

セス」を応援するものです。具体的には、情報収集から社会参加、他者と接し、他者と関わり

合い、仲間同士で活動するといった、さまざまな段階の中で、行政や市民一人ひとりが、困っ

ている人に対して、自ら障壁を取り除こうとする人を増やすことを目指す。 

●「多摩市生涯学習推進計画」は、市の最上位計画である「第五次多摩市総合計画 第３期基本

計画」で示される、市の目指すまちの姿を実現するために、生涯学習施策の推進に向けた基本

的な考え方と方向性を定める計画。 

●人口減少や少子高齢化の急速な進行、急速な技術革新、環境問題の深刻化といった社会環境の

変化に対応した上で、今後 10 年間の変化を見据えた計画として策定する。 

●各部局において実施される意識啓発事業や市民参画事業等といった、学びの場と学びの成果を

発揮できる場を提供する各種施策について、生涯学習の視点から体系化し、生涯学習の推進、

ひいては各種施策の目標達成を支援するための計画として策定する。 

●推進にあたっては、文化、スポーツ、読書等、さまざまな分野の個別計画との整合・連携を図

る。 

 

 

■生涯学習推進のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他者と 

接する 
情報収集 

仲間同士で

活動 

他者と関わ

り合う 

 

社会参加 

行政（多摩市）による「プロセス支援」 

地域コミュニティの形成につながる 

社会を運営する機能（ガバナンス機能）としても力を発揮 
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■関連計画との位置づけ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 計画の期間 

●本計画の期間は、令和３（2021）年度から令和 12（2030）年度までの 10 か年。なお、総

合計画の改定時期等を考慮しつつ、５年をめどに必要に応じて見直しを行う。 
 

■計画の期間 

令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 令和７ 令和８ 令和９ 令和 10 令和 11 令和 12 

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 
          

第４次多摩市生涯学習推進計画（本計画） 

          

    見直し 

 

    

          

  

改訂版 

 

第５次多摩市総合計画 

第３期基本計画 

<その他関連計画等>  

●多摩市地域福祉計画 

●多摩市障がい者基本計画及び第5 期多摩市障害福祉計画・ 

第1 期多摩市障がい児福祉計画 

●第7 期多摩市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

●多摩市みどりと環境基本計画中間見直し版        など 

第４次多摩市 

生涯学習推進計画 

（本計画） 

<主な関連計画>  

●多摩市子ども・子育て支援事業計画 

●第二次多摩市教育振興プラン 

●第三次多摩市子どもの読書活動推進計画 

●多摩市における文化芸術振興方針 

●多摩市スポーツ推進計画 
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第４節 計画の骨格 

 

計画の基本理念【●ページ】 

本計画では下記を基本理念に掲げ、市民の学びの支援に向けた取り組みを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

計画の目指す方向【●ページ】 

基本理念の実現に向けて、次の４つを目指す方向として定め、施策を展開します。 

 

 

 

 

誰もが、人とふれあうことや地域とかかわりを持とうとすることができる場や機会をつくる。 

※社会参加支援や居場所づくりのイメージ 

 

 

 

 

人と人とのつながりを促し、相互に認め合い、助け合える環境をつくる。 

※ボランティアや共生社会をつくるイメージ 

 

 

 

 

多様化する学びへのニーズに対応し、生活環境の変化に柔軟に応じた学びの場や機会をつくる。 

※個人的課題に関する個人学習のイメージ 

 

 

 

 

学びあいが地域へと広がり、市民や行政の協働によって、誰もが輝けるまちをつくる。 

※持続可能で元気な地域をつくるイメージ 

  

学びあいがつむぐ健幸なまち 

～「ふれあい」からはじまる地域づくり～ 

目指す方向１ 誰もが一歩をふみだせるまち 

目指す方向２ 人と人とがつながり認め合うまち 

目指す方向３ いつでもどこでも自分を高められるまち 

目指す方向４ 学びあいと協働でかがやくまち 
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第２章 生涯学習をめぐる現状と課題 

 

第１節 近年の社会状況と多摩市の状況 

（１）グローバル化の進行 

●経済のグローバル化に伴い、観光や就労を目的とする外国籍人材の流入と交流が急速に拡大。 

●ICT の発達や AI の普及等により、生活上の利便性が著しく向上しており、また情報発信やコミ

ュニケーションのスタイルも、電子空間を活用したバーチャルなものが中心になりつつある。 

●グローバル化の進行により、人やモノの移動がさらに活発になるとともに、地域や国家の諸活

動が相互依存的になっている。 

 

 

 

 

 

 

（２）人口減少社会の到来と少子化・高齢化の進行 

●「人生 100 年時代」を控え、健康づくりをはじめとするこれまでの人生設計の考え方について

転換が迫られる。 

●18 歳人口を含め人口が減少する社会を迎えている。 

●少子高齢化が一段と進行しており、将来の健康や生活に不安を持つ人が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●都内 26 市でも類をみないスピードで高齢化が進行。65 歳以上人口は 28.1％と、

20 年前と比べて 18 ポイント増加。 

●「団塊の世代」が後期高齢者（75 歳以上）に達する令和 7（2025）年には、高

齢化率は 30％を超え、令和 12（2030）年には、多摩市民の３人に１人が高齢

者になる見込み。 

●要介護認定率は 26 市で最も低い。介護予防やフレイル（虚弱）予防をはじめとし

た健康づくりや居場所づくりは盛んにおこなわれており、身近な通いの場が市内

282 か所以上、その半数近くで体操を行うなど、地域に元気な高齢者が多いこと

を示す。 

 

多摩市では～ 

●近年外国籍住民人口は増加傾向にあり、平成 27（2015）年から平成 31（2019）

年にかけて、2,047 人から 2,685 人へと約 1.3 倍に増加。 

 

 

多摩市では～ 
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（３）若者世代・子育て世代の動向 

●少子化の進展。 

●貧困問題、ひきこもり、いじめなど、子どもの成育環境として様々な問題が顕在化。 

●コミュニティ・スクールなど、多様な学びの場が広がりつつある。 

●経済的格差など、世代間ギャップが拡大し、その格差が固定化する事態が生じている。 

●女性の就労意欲の高まり等を背景に、子育て環境の充実を求める人が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

（４）地域コミュニティの助け合い・支え合いと地域課題 

●社会の成熟化に伴い、市民の価値観は多様化し、行政だけでは支えきれないニーズも増加する

など、地域課題が複雑化。 

●人と人とのつながりの希薄化や働き方の多様化などに伴い、地域コミュニティの担い手・支え

手不足の一層の深刻化が見込まれる。 

●一方、リタイア世代の増加やワークライフバランスの進展により、地域活動に参画し、活躍す

る人の増加が期待できる。 

●子育て、介護、障害などをきっかけに孤立するなど、地域において様々な不安や悩みを抱える

ケースが認められる。 

●世代を問わず、ボランティアに関心を持つ人が増えている。 

●都市化の進展等に伴い、人間関係が希薄になり、社会から孤立する人たちが増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●０歳児人口は減少傾向にあり、合計特殊出生率も依然として低い状況にあるが、年

少人口はほぼ横ばいで推移していることからも、良好な子育て・教育環境を求めて、

多摩市に転入してくる市民が多く存在していることがうかがえる。 

多摩市では～ 

●1971 年の多摩ニュータウン第一次入居以来、多摩市には様々な地域から集った

人々が新たにコミュニティを築いてきた。 

●多摩市社会福祉協議会により地域福祉コーディネーターが配置され、コミュニテ

ィ単位で地域福祉推進委員会を運営するなど、地域共生社会の実現に向けた取り

組みが進む。 

●第３期基本計画では、これまでのコミュニティエリア等をベースとした「（仮称）

地域委員会構想」の検討等をふまえ、地域担当職員設置の検討と合わせ、多摩市の

実情に合った地域自治のしくみづくりに取り組んでいく。 

多摩市では～ 
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（５）安心・安全の状況 

●近年、自然災害の大規模化が進んでおり、防災知識の普及が急務となっている。 

●災害に対する危機意識（防災への関心）を持つ人が増えている。 

●特殊詐欺など、犯罪の巧妙化が進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）共生と持続可能なまちづくりの状況 

●地球温暖化等の影響で異常な気象変動が生じており、大雨、洪水、森林火災など大規模な災害

が多発している。 

●男女共同参画、多文化共生社会への取り組みなど、多様性を受け入れる下地づくりが進む一方、

世界各地で人種・文化・宗教、性差などに基づく摩擦や差別、紛争等が頻発している。 

●ＳＤＧｓに代表される、真に持続可能な地球づくりへとつながる、「誰一人取り残さない」とい

った理念をふまえたイノベーションや取り組みが世界規模で進行。 

●平成 30 年６月に、国の第３期目の教育振興基本計画が閣議決定。その中で、人生 100 年時代

を見据えた生涯学習、社会人の学び直しに加え、「障がい者の学習推進」や「持続的発展のため

の学び」といった具体的目標が掲げられる。 

●一人ひとりの多様性を尊重し、すべての人が互いを認め支え合う「ソーシャル・インクルージ

ョン（社会的包摂）の考え方に基づき、多方面で活動が展開される。 

●共生社会の実現に向けた取り組みの一方、実現への障壁となる事象や意識も多く残る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●多摩市においても防災知識の普及や複数の自主防災組織による合同訓練等、地域ぐ

るみの防災対策を実施。 

●多摩市の犯罪件数は平成 11（1999）年をピークに年々減少傾向にある一方、特

殊詐欺被害件数とその被害額は年々増加。 

 

多摩市では～ 

●多摩市内全小中学校において、ＥＳＤ※が展開。 

●昭和 40 年代から 50 年代にかけて集中整備された公共施設の老朽化、更新時期を

迎える。 

●2021 年に市制施行 50 周年を迎える中、この数年内に、パルテノン多摩のリニュ

ーアルや図書館本館の竣工、諏訪・永山まちづくり計画に基づくニュータウン再生

の取り組みなど、市内３駅を中心にまちが大きく変わっていく転換期。 

多摩市では～ 



資料３ 

8 

 

（７）生涯学習を通じた豊かな地域社会づくりと新たな地域文化の創出 

●個人が自由な生き方を模索する社会になりつつある。 

●平成 28（2016）年 12 月、文科省は、生涯学習（教育、文化、スポーツ）を通じた生きがい

づくり、地域とのつながりづくりを推進し、「障害者の自己実現を目指す生涯学習政策」を総合

的に展開していく方針を明示（障害者支援の総合的な推進に関する大臣講話）。 

●平成 30 年６月に、国の第３期目の教育振興基本計画が閣議決定。その中で、人生 100 年時代

を見据えた生涯学習など、具体的目標が掲げられる。 

●「地域とともにある学校づくり」を目指し、コミュニティ・スクール※の設置と、「地域学校協

働活動※の推進」を進めていく方向性が示された。（H30 中教審答申）。 

●東京都では、2020 年オリンピック・パラリンピック競技大会の開催地として、都内全公立学

校でオリンピック・パラリンピック教育を推進。オリンピック・パラリンピックの開催を契機

に、多文化・共生社会への理解促進につなげる動きが各方面で加速。 

●価値意識の多様化やモビリティの向上に伴い、仕事や趣味の活動をとおした交流が活発になっ

ている。 

●国籍や性別、障害の有無などの属性により、社会参加や社会的活動に障壁が存在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ＥＳＤ：Education for Sustainable Development の略で「持続可能な開発のための教

育」と訳される。環境、貧困、人権、平和、開発の問題など、現代社会の諸課題を自らの問題

として捉え、身近なところから取り組むことにより、課題解決につながる新たな価値観や行

動を生み出すこと、そしてそれによって持続可能な社会を創造していくことを目指す学習や

活動。 

※コミュニティ・スクール：学校運営協議会を設置している学校。 

※地域学校協働活動：地域の高齢者、保護者、ＮＰＯ、民間企業等の幅広い地域住民の参画に

より、地域全体で子どもたちの学びや成長を支える活動。 

 

 

●平成 21（2009）年度から「2050 年の大人づくり」をキャッチフレーズに、

多摩市全小・中学校がユネスコスクールに登録し、持続発展教育・ESD に重点的

に取り組む。 

●アイスランド共和国のホストタウンとして登録された。 

●多摩市も都内最長の自転車競技ロードレースコースとなった（11.8km）。 

●新たな市民活動の場としての旧北貝取小学校跡地施設の整備を進めている。 

多摩市では～ 
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第２節 第３次計画の進捗状況について 

 

【目指す方向１】人がふれあい、信頼の絆が広がるまち 

●主な推進項目は、施設の有効活用や市民同士のつながりを作る機会や場の提供、世代ごとの社

会参加支援への取り組みといった事項。 

●各個別施策の状況については、いずれも大きな課題はなく、順調に進んだ。 

●成果指標については、以下の通りで目標を達成。 

成果指標 平成 22 年度 令和元年度 

地域で困った時に助け合える関係を築きたいと

思う市民の割合 

72.0％ 83.9％ 

（目標値 80％） 

 

【目指す方向２】人と人がつながり、助け合い、支え合うまち 

●主な推進項目は、個人や団体の交流、多文化・多世代の交流、地域の支えあいなど充実するよ

うなしくみづくりを目指した取り組みといった事項。 

●各個別施策の状況については、継続的な取り組みがされている状況。 

●成果指標については、向上しているが、例えば、地域課題を解決していくことを目的に検討し

た施策について、実施に至っていないなど課題が残る。実績値と目標値に大きな差異があり、

取り組みについての見直し、改善が必要。 

成果指標 平成 22 年度 令和元年度 

多様な担い手が協働し、人々がつながりを持っ

て互いに支え合えるまちだと思う市民の割合 

13.0％ 15.0％ 

（目標値 20％） 

 

【目指す方向３】人や団体が相互に関わりあいながら、協力して地域づくりを進めるまち 

●主な推進項目は、市民協働・市民参画の推進、学校教育・家庭教育との連携およびまちづくり

への学びの還元を目指した取り組みといった事項。 

●各個別施策の状況については、おおむね順調に進んでいるが、一部の事業では課題がみられる。 

●成果指標については、悪化しており、目標値と大きな差異がある状況。個別施策については、

おおむね順調に進んでいるが、指標に反映されないことから、取り組み及び指標設定の方法に

ついて、再度検討が必要。 

成果指標 平成 22 年度 令和元年度 

地域活動を通して、自分の力を発見・発揮でき

る機会があるまちだと思う市民の割合 

17.5％ 13.0％ 

（目標値 40％） 
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第３節 アンケート調査結果 

１ 市民対象調査 

（１）調査概要 

市民の学習したいこと、阻害要因などをうかがい、本計画の策定に向けた基礎資料とすること

を目的として、令和元年９月に 15 歳以上の市民を対象とするアンケート調査を実施しました。 

 

対象者 配布数 回収数 回収率 

15 歳以上の市民 2,000 件 441 件 
（内インターネット回答数：47） 

22.1％ 

 

 

（２）主な調査結果 

①『生涯学習活動』についての関心 

 

 

 

 

  

はい, 39.7%

どちらかといえば

はい, 38.1%

どちらかというと

いいえ, 15.2%

いいえ, 5.9%
無回答, 1.1% n=441   単数回答

●約８割が、生涯学習活動に関心をもつ。 
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②『生涯学習活動』の経験 

 

 

 

 

 

③『生涯学習活動』をしなかった（できなかった）理由 

 

 

 

 

  

はい, 45.4%

いいえ, 47.6%

わからない, 4.8%
無回答, 2.3% n=441   単数回答

n=210 複数回答

教えてくれる人がいない

家族や職場など周囲の理解を得にくい

その他

無回答

身近に学習の場がない

一緒に学習や活動する仲間がいない

自分の希望する種類の講座や教室がない

何かを学びたいと思わない

周囲から活動への誘いがない

子どもや親等の世話をしてくれる人がいない

仕事や家事が忙しくて時間がない

特に必要に迫られなかった

費用がかかる

何を学んでよいかわからない

参加しやすい曜日・時間帯に講座等がない

必要な情報が入手しづらい

46.7 

33.3 

13.8 

13.3 

12.4 

11.9 

10.0 

10.0 

9.5 

6.7 

5.7 

5.2 

2.4 

1.0 

10.0 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

●この１年で、４割半ばが生涯学習活動をしている。 

●『生涯学習活動』をしなかった（できなかった）理由としては、「多忙」が最上位。 
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④知識や経験、学習の成果を、ボランティア活動や地域社会の発展のために活かしたいと思
うか 

 

 

 

 

 

⑤地域や社会でどのような活動に参加してみたいか 

 

 

 

すでに活かして

いる, 11.8%

活かしたいが、今

はできていない, 
34.2%特に活かしたい

とは思わない, 
29.3%

わからない, 

21.8%

無回答, 2.9%
n=441   単数回答

n=175 複数回答

地域の伝統行事や歴史の継承に関する活動

子育て・育児を支援する活動

学校の環境整備（花壇の整備など）や教育活動を
支援するなど、地域が学校と協働する活動

地元の観光や産業の活性化に貢献するような活動

わからない

無回答

スポーツ・文化活動

地域の子供のためのレクリエーション活動や自然
体験活動など

障害者や高齢者、外国人住民などの支援に関す
る活動

地域の環境保全に関する活動

国際交流に関する活動

防犯・防災活動

38.3 

28.6 

27.4 

25.7 

22.9 

22.3 

20.6 

19.4 

18.9 

15.4 

3.4 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

●『活かしたい』が４割半ばと、潜在的な活用意向は高い。 

●地域や社会で参加してみたい活動については「スポーツ・文化活動」が最上位。 
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（３）調査結果に対する考察 

●約８割が生涯学習活動に関心を示す中、この１年で、４割半ばが生涯学習活動をする一方、ほ

ぼ同数がしておらず、実践には二極化がみられる。 

●生涯学習活動をしなかった（できなかった）理由については、仕事や家事など「多忙」が最も

大きな要因であるが、費用の問題、曜日・時間帯の問題、情報不足など、背景に多様な要因が

ある。 

●知識や経験、学習の成果を、ボランティア活動や地域社会の発展のために活かしたいと思うか

については実際に活かしているのは約１割であるが、『活かしたい』が４割半ばと、潜在的な

活用意向は高い。 

●地域や社会で参加してみたい活動については「スポーツ・文化活動」をはじめ、多岐にわた

る。 
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２ 障がい者対象調査 

（１）調査概要 

それぞれの障がい内容に応じて感じている課題やニーズをうかがい、生涯学習の理念に基づき

対応しうる内容を検討し、本計画の策定に向けた基礎資料とすることを目的として、令和元年 11

月に、多摩市地域自立支援協議会の権利擁護専門部会委員及びその関係者を対象とするアンケー

ト調査を実施しました。 

 

対象者 回収数 回収率 

多摩市地域自立支援協議会の権利擁護専門部会

委員及びその関係者 
116 件 26.3％ 

 

 

（２）主な調査結果 

①この１年間位の間に、どのような「生涯学習活動」を行ったか 

 

 

 
 

②生涯学習活動をする、またはしようするときに、困ったことや活動の妨げになったこと 

 

 

 

n=116 複数回答

ラジオ・テレビの講座

市内・近郊の大学の公開講座

その他

行っていない

無回答

サークルやグループなどでの活動

本を読んで

ウェブサイトで検索・閲覧して

市主催の教室・講座

コミュニティセンターの行事

民間の教室・講座

25.0 

8.6 

7.8 

6.0 

5.2 

3.4 

1.7 

0.0 

28.4 

33.6 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40%

●この１年間の生涯学習活動については、「行っていない」が最上位。 

●生涯学習活動をする上での困りごとや妨げについては、「内容が難しい」「自分の障がいに

対応したものが無いから」がそれぞれ最上位。 
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③生涯学習活動をする、またはしようとするときに、市に求める役割や障がいについて配慮

してほしいこと 

 

 

 
 

（３）調査結果に対する考察 

●この１年くらいの間に生涯学習活動を経験した割合は、約６割に上る。 

●困りごとや妨げについては、内容の難しさや自分の障がいへの対応、参加しやすい場所の問

題、費用の問題などの割合が高く、全体の約７割が何等かの障壁を感じている。 

●市に求めること、配慮してほしいことについては、介助に関わることや情報提供、自分の障が

いに対応した講座や資料の提供など、学習参加に向けて様々な支援が求められている。 

  

n=116 複数回答

自分の親や周りの友達に理解してもらえない

その他

特にない

無回答

内容が難しい

自分の障がいに対応したものが無いから

参加しやすい場所に無いから

費用がかかる

発作など突然の体の変化が心配

一緒に学習や活動する仲間がいない

29.3 

29.3 

22.4 

14.7 

12.1 

11.2 

2.6 

16.4 

27.6 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40%

n=116 複数回答

活動するときのバリアフリーの場の提供

活動の成果が社会的に評価されること

その他

特にない

無回答

介助者等の人的体制を整えること

活動に関する情報提供

自分の障がいに対応した講座や学習資料の提供

活動への参加につながるようなきっかけ作り

必要経費の支援

一緒に学習や活動する仲間作り

52.6 

35.3 

31.9 

30.2 

25.0 

17.2 

11.2 

6.0 

6.9 

13.8 

5.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

●市に求める役割や望む配慮については「介助者等の人的体制を整えること」が最上位。 

障壁を感じている 
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第４節 ワークショップ結果 

誰もが自由に学び、成果を生かせる社会の実現のため、市民の視点から、多摩市で誰もが生涯

学習活動に取り組むうえでの課題と解決のアイデアを話し合っていただくことを目的に、令和元

年 11 月 17 日に「多摩市の生涯学習を考えるワークショップ」を実施しました。 

具体的には、参加者 13 名が世代別（若者世代 20 代・30 代、壮年世代 40 代・50 代、高齢

世代 60 代・70 代）の３つのグループに分かれ、グループごとに市の生活課題と、それらに対し

て生涯学習を通じてどのように解決できるかのアイデアを話し合っていただきました。 

 

■意見・提案（原文抜粋） 

【若者世代】20 代・30 代 

 課題 解決策 

生涯学習の

イメージが

わかない 

・「生涯学習」という言葉の認識、周知 

・市として生涯学習の定義や事例を発信

する必要？ 

・生涯学習のモデルや具体的な事例をま

とめたものをつくる 

生涯学習へ

の関わり方 

・仕事、育児、子育てをしている中での生

涯学習への関わり方 

・ダイレクトにアプローチする 

・若い人も教える側に回る 

民間との協

力 

・民間、NPO、大学などの担い手と市が

どのように連携していくか 

・企業と協力関係ができるのでは？ 

・民間企業側としてのメリット、提示を 

・影響のある主体（有名人、企業）の発

信力を活用した生涯学習の促進 

 

【壮年世代】40 代・50 代 

カテゴリー 課題 解決策 

コミュニケ

ーションの

環境づくり 

・仕事以外で人と知り合える場所 

・コミュニケーション不足 

・市民間の交流の場の充実 

・インターネットを使用した e-ラーニン

グ 

・他人を批判、評価をしない場 

コンテンツ

の問題 

・必要とする講座がない 

・世代に関係なく興味を共有できるテー

マづくり 

・楽習＝コンテンツの多様化。楽しくな

いイメージの「学習」ではなく「楽習」 

時間・場所・

費用の問題 

・仕事で時間がとれない ・費用がかかる 

・場所が不便 

・小学、中学校の活用 

周囲の理解

本人の意識 

・学習することに関して周囲の理解が不

足している 

・生涯学習に関して意識が低い 

・外国人にも「教え手」になってもらう 

・障がい者も参加できる学び（教え手と

しても）パラスポーツの体験・講習、交

流機会 
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【高齢世代】60 代・70 代 

カテゴリー 課題 解決策 

学校・地域学

習 

・学校とか地域になかなか関わりがもて

ない 

・不登校、ひきこもり問題も地域で学びた

い 

・学校支援には高齢者の力活用 

・地域、学校で、教育についての学習会、

講演会、対話の会 

 

コミュニケ

ーション 

（多世代） 

 

・つながり合う仕組みが多様であるべき 

・共働き世帯の地域への参加方法の工夫 

・サークル活動を持続できる方法 

・民間の空きスペース、空き家を活用 

・半官半民の場が作れないか、立派でな

くて良い 

・地域の廃校などを市民に任せる 

方法・場づく

り 

・目的などの堅苦しさのない、何でも話せ

る場 

・子ども、障がい者、健常者…と区切りを

しない、目的は同じ、共有する場 

・気楽に誰でも立ち寄れる場を増やす工

夫 

・生涯学習支援バンクを積極的に展開 

・現在活動している団体を繋げていける

力量のコーディネーター養成 
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第５節 多摩市の生涯学習をめぐる課題まとめ 

生涯学習を取り巻く社会状況や、これまでの多摩市の取り組み、アンケート調査結果、ワーク

ショップ結果等をふまえ、多摩市の生涯学習をめぐる主な課題を次のとおり整理します。 

 

課題１ 生涯学習活動への参加を妨げている原因の解消 

市民の生涯学習活動についての関心は高く、学習活動を経験した割合もアンケート回答者の半

数近くに上ります【市民対象調査①】。一方で、仕事や家事などによる多忙をはじめ、費用の問題、

情報不足など、様々な理由で学習活動をしなかった、あるいはできなかった人も少なくありませ

ん【市民対象調査③】。 

また、障がい者については、介助者の必要性や、アクセス、適した活動メニューの不足、費用

の問題など、様々な理由で、生涯学習活動への参加が難しい状況が生じており、それぞれの障害

の状況に合わせた配慮が求められています【障がい者対象調査②③】。 

学習活動への参加を妨げている原因を可能な限り取り除き、障がいの有無や性別、年齢、生活

状況などの違いにかかわらず、誰もが気軽に学習参加できる状況を整えていくことが重要です。 

 

課題２ 個人や地域・社会のニーズに応じた生涯学習メニューの充実 

全国的に少子高齢化が一層進行していく中、多摩市においても 2030 年には３人に１人が高齢

者となることが見込まれるなど、人口減少社会への対応が大きな課題となっています【近年の社

会状況（２）】。 

また、情報化社会の進展や社会経済情勢の変化、地球規模の環境の変化等、生活を取り巻く状

況が急速に変化する中、多摩市においても、ＳＤＧｓの理念および 17 の目標に共感し、子ども・

若者たちが未来に希望を持ち続けることができる持続可能なまちづくりを実現していくため、総

合計画に基づき、各分野別の施策を総合的に推進していくことで、ＳＤＧｓの達成に向け寄与し

ていく方針を定めています。17 の目標に関連する課題の多くは、多摩市民をはじめ、今地球に住

むすべての人が、真剣に向き合い、改善に向けて連携していくことが求められているものです【近

年の社会状況（６）】。ワークショップでは、コンテンツの多様化、楽しく学ぶ「楽習」という考え

方も出されています【ワークショップ結果】。 

今後は、個人レベルでの関心に応じた学習への支援を図るとともに、高齢化やまちづくりなど、

地域・社会のニーズに対応していくための知識や技能を積極的に身に付けていくことが求められ

ています。 

 

課題３ 誰もがいつでも気軽に集え、学び合える場の充実 

多摩市では、コミュニティセンターやパルテノン多摩をはじめとする公共施設において、市民

の交流・活動の場の確保を図っていますが、利用しやすい曜日・時間帯に利用できないなど、多
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様なライフサイクルやライフスタイルをもつ市民の生涯学習ニーズに対応する上で、課題も見ら

れます【市民対象調査③】。 

他方、増加する空き家の状況などをふまえ、民間で小規模な学び合い、集いの場を増やしてい

くことなどがワークショップでも提案されています【ワークショップ結果】。 

また、市民の多様なキャリアや障害、外国籍、若者といった背景等を活かしながら、一方通行

の学び手になるだけでなく、教え手にもなりながら、共に学び合える場を創出することも提案さ

れています【ワークショップ結果】。 

今後は、民間を含む市内の様々な資源を有効に活用しながら、誰もが気軽に集い、学び合える

場を充実させていくことが重要です。 

 

課題４ 誰もがつながり、認め合える学びの環境づくり 

地域での人と人とのつながりが希薄化する中、高齢者の閉じこもりや若者の引きこもり、いじ

め、不登校、子育て不安や老老介護など、様々な場面で地域社会から孤立する状況が顕在化して

います【近年の社会状況（３）（４）】。また、市内でも自治会・町会のほか、ＮＰＯ法人、市民団

体等により、様々な地域活動が進められていますが、共働き世代の増加や高齢者の再雇用、定年

延長などに伴い、今後一層の活動の担い手不足や負担感の増加が課題となっています【近年の社

会状況（４）】。 

一方で、リタイア世代の増加やワークライフバランスの進展により、地域活動に参画し、活躍

する人の増加が期待できます。また、仕事以外の人と知り合いたいといった希望や、障がい者、

外国人、異世代など、様々な人と触れ合うことで、互いを理解し、認め合うきっかけともなるこ

となど、学習参加へのメリットがワークショップでも指摘されています【ワークショップ結果】。 

また、近年頻発する自然災害などに備え、防災知識の普及や隣近所とのつながりを強めていく

ことも必要です【近年の社会状況（５）】。 

今後は、誰もがつながり、認め合える学びの環境づくりに向けた取り組みを進めていくことが

課題です。 

 

課題５ 生涯学習活動に関する情報提供・意識啓発 

市民による様々な生涯学習活動が展開されていますが、一方でアンケート調査では約半数が生

涯学習活動をしていないと回答し【市民対象調査②】、またワークショップでも「生涯学習」とい

う言葉についての理解や認識が不足しているとの意見がみられます【ワークショップ結果】。 

アンケート調査では、市で実施する生涯学習施策について、認知度が低い状況も確認されてい

ます【市民対象調査（資料編掲載）】。 

情報発信に関する課題に対して、世代などターゲットを定めた発信方法の検討や、直接見たり

体験してもらうといった意見が提示されています【ワークショップ結果】。 

他方、学習することに関しての周囲の理解不足や、学習に対する意識の低さについての指摘も

あることから【ワークショップ結果】、今後は生涯学習活動に関する情報を適切に発信するととも

に、学習参加に向けた意識啓発を進めていくことが重要です。  
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課題６ 学びの成果の発揮 

知識や経験、学習の成果を、自分以外のために活かしたいと考える市民は少なくありません。

すでにボランティア活動や地域活動の発展のために活かしていたり、今後活かしたいと考える割

合もアンケート回答者の約半数近くに上ります【市民対象調査④】。 

また、地域や社会で参加してみたい活動として、スポーツ・文化活動をはじめ、地域の子ども

や障がい者、高齢者、外国人住民などの支援に関する活動が上位に挙がっています【市民対象調

査⑤】。 

今後は、市民の協働による活動等を通じて、地域づくり、まちづくり活動につなげていくなど、

市民が学びの成果を十分に発揮し、地域で活躍できる環境の整備が課題です。 

 

課題７ 多様性を認め尊重し合う社会の実現に向けた学習の推進 

多摩市においても、障害福祉施策や男女共同参画関連施策などを通じて、さまざまな理由で社

会から疎外されている人たちを社会の中に受け入れ、尊厳をもって暮らせるまちづくりを目指し

て取り組んでいます。 

しかし、アンケートでも、例えば障がい者の生涯学習参加には、一般市民と比べて様々な障壁

があることが確認されています【障がい者対象調査②】。 

国籍、人種、世代、ジェンダー、文化、宗教、身体的特徴など、多様性を認め尊重し合う社会の

実現に向けた学習メニューの充実や、誰もが排除されずに学習参加できる学習の環境・機会づく

りが課題です。 

 

課題８ 多文化・多世代交流・横のつながりの推進 

核家族化の進行や地域活動への参加の縮小により、多世代が交流する機会が減少しています。

多様な交流が重要であるとの認識は多く共有されている中、生涯学習の講座なども、多世代が交

流し、つながるきっかけとなるものが多いとはいえません。ワークショップでも、つながりあう

仕組みが多様であるべき、との意見があがっています【ワークショップ結果】。 

 今後は、多文化・多世代の交流や、個人・団体同士の交流がひろがる取り組みが課題です。ま

た、行政についても、縦割りでなく、横のつながりを強めていくことが課題です。 

 

 

 

  



資料３ 

21 

 

第３章 計画の基本的な考え方 

 

第１節 計画の基本理念 

本市ではこれまで『「笑顔をつむぐ 生涯学習」～「ふれあい」から始まる地域づくり～』を基

本理念に、生涯学習施策を展開してきました。 

これからも、市民一人ひとりが、自分に合った学びを楽しみ、また学びを通じて誰かとつなが

り、学び合うことで、互いを理解し、認め合い、さらにはつながりが広がる中で、誰もが健康で

幸せなまちを実現したいと考えます。 

また、学びを通じて人と人がふれあい、そのふれあいから生まれるさまざまな発見や取り組み

が地域づくりの出発点となり、地域が活性化していくことが期待されます。 

そこで、本計画では『学びあいがつむぐ健幸なまち～「ふれあい」からはじまる地域づくり～』

を基本理念に掲げ、市民の学びの支援に向けた取り組みを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学びあい 

学びあいがつむぐ健幸なまち 

～「ふれあい」からはじまる地域づくり～ 

一方通行の「教える」、「教わる」の関係だけでなく、相互的な関係

性となることを大切にし、それを「学びあい」ということばで表現

しています。 

健幸なまち 
世代の多様性があり、市民の誰もが生涯を通じて健康で幸せである

都市を「健幸都市」（健幸なまち）として、多摩市全体で目指す目

標としています。 

つむぐ 
学び合うことで互いを理解し、認め合い、さらにはつながりが大き

く広がっていく姿を「つむぐ」ということばで表現しています。 



資料３ 

22 

 

第２節 計画の目指す方向 

先に掲げた基本理念の実現に向けて、次の４つを目指す方向として定め、施策を展開します。 

 

 

 

 

誰もが、人とふれあうことや地域とかかわりを持とうとすることができる場や機会をつくる。 

※社会参加支援や居場所づくりのイメージ 

 

 

 

 

人と人とのつながりを促し、相互に認め合い、助け合える環境をつくる。 

※ボランティアや共生社会をつくるイメージ 

 

 

 

 

多様化する学びへのニーズに対応し、生活環境の変化に柔軟に応じた学びの場や機会をつくる。 

※個人的課題に関する個人学習のイメージ 

 

 

 

 

学びあいが地域へと広がり、市民や行政の協働によって、誰もが輝けるまちをつくる。 

※持続可能で元気な地域をつくるイメージ 

 

  

目指す方向１ 誰もが一歩をふみだせるまち 

目指す方向２ 人と人とがつながり認め合うまち 

目指す方向３ いつでもどこでも自分を高められるまち 

目指す方向４ 学びあいと協働でかがやくまち 
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第３節 施策の体系 

 

基本 

理念 
目指す方向 推進項目 個別施策 

学
び
あ
い
が
つ
む
ぐ
健
幸
な
ま
ち
～
「
ふ
れ
あ
い
」
か
ら
は
じ
ま
る
地
域
づ
く
り
～ 

目指す方向１  

誰もが一歩をふみ

だせるまち 

●情報提供の充実 

●相談体制の充実 

●学習の場や機会づくり 

 

目指す方向２  

人と人とがつなが

り認め合うまち 

●地域活動・ボランティア活

動・ＮＰＯ活動への支援 

●人材育成への支援 

 

目指す方向３  

いつでもどこでも

自分を高められる

まち 

●「健幸」な人生に向けた学び

の充実 

●ライフステージ・ライフサイ

クルに応じた学習メニュー

の充実 

●誰もが学べる環境づくり 

 

目指す方向４  

学びあいと協働で

かがやくまち 

●学びを通じた市民協働の推

進 

●家庭・学校・地域の連携・協

働による学びの推進 

●持続可能で元気な地域づく

り 

●生涯学習推進体制の充実 
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第４節 成果指標 

 

目指す方向１ 誰もが一歩をふみだせるまち 

評価指標 実績値 目標値 備考 

    

    

 

目指す方向２ 人と人とがつながり認め合うまち 

評価指標 実績値 目標値 備考 

    

    

 

目指す方向３ いつでもどこでも自分を高められるまち 

評価指標 実績値 目標値 備考 

    

    

 

目指す方向４ 学びあいと協働でかがやくまち 

評価指標 実績値 目標値 備考 
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第５節 計画の進行管理 

本計画では、目指す方向ごとに成果指標を設定し、計画の達成状況についての把握を行います。 

計画の推進にあたっては、各部関係部長で組織され、生涯学習推進計画の策定及び総合的推進

に関することを決定する「多摩市生涯学習推進本部」のもと、社会情勢の変化等に的確に対応し

た施策や事業計画を推進するとともに、計画の進行管理に努めます。また、各関係課長で組織し

た「多摩市生涯学習推進本部専門委員会」において、本計画に基づく具体的施策の協議及び調整

を行います。 

そして、市民の参画を得ながら、定期的に進捗状況調査等を実施し、事業の評価を行います。 

 

■PDCA サイクルに基づく計画推進のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩市生涯学習推進本部 

専門委員会 

 

多摩市生涯学習推進本部 

 

 

計画の策定 

（Pｌａｎ） 
 

 

点検・評価 

（Ｃｈｅｃｋ） 
 

 

見直し・改善 

（Ａｃｔｉｏｎ） 
 

 

計画の実行 

（Ｄｏ） 
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第４章 施策の展開 

 

目指す方向１ 誰もが一歩をふみだせるまち 

 

 

目指す方向２ 人と人とがつながり認め合うまち 

 

 

目指す方向３ いつでもどこでも自分を高められるまち 

 

 

目指す方向４ 学びあいと協働でかがやくまち 
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